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覧

「資源とごみの分け方・出し方」を全戸配布いたします

いよいよ令和７年４月から、プラスチック分別回収が
区内全域で始まります。
そこで、パンフレット「資源とごみの分け方・出し方」を
全てのご家庭に配布します。
プラスチックの分別方法、粗大ごみの申し込み方法、
古着の回収を含むリユース(再利用)に関する取り組み、
資源やごみを出すときの注意点などを掲載しています。
配布時期は2月中旬から3月中旬です。

「令和7年度版資源とごみの分け方・出し方」表紙

プラスチック分別回収の区内全域実施のお知らせ

令和4年11月から一部地域で開始したプラスチックの分別回収を、令和7年4月1日から
  区内全域で実施します。現在、可燃ごみの日や資源の日に回収しているプラスチック類
（ペットボトルは除く）は、新たに設定した「プラスチックの日」に回収します。プラスチック
を資源化することで、温室効果ガスの排出抑制をはじめとした環境への負荷軽減を図ります。

プラスチック回収３つのポイント

資源 可燃 不燃 プラ
〈週１回〉 〈週２回〉 〈月２回〉 〈週１回〉

＋

×
○

「資源の日」

「プラスチックの日」

① 汚れていない ② プラスチックのみでできている ③ ３０cm未満のもの

対象例：弁当容器、ペットボトルの蓋とラベル、歯ブラシ、お菓子の袋など

１ごみ・資源の収集曜日に「プラスチックの日」が加わります。

２食品トレイ・発泡スチロールは「プラスチックの日」に回収します。

３次の３つすべてに該当するものが回収対象です。

分別の
詳細は
こちら

⇡



強風やカラス等によるごみの散乱を防ぐために

春先は風の強い日が多くなります。
また、カラスは春から夏にかけ繁殖期を迎え活動が活発になり、ごみ袋をついばみ、ごみを撒き散らすこともあります。
集積所の、強風やカラスなどによる被害を防ぐためには、次のような方法が有効です。

✍

カラスは、主に視覚で食べ物を探すといわれています。
生ごみを紙などに包んで、外から見えないようにしましょう。

生ごみは、紙などで包み、ごみ袋の中心に入れる

可燃ごみ収集曜日当日の朝、８時までに出す

✍

✍

✍

風で資源やごみが飛びにくくなります。また、カラスの視覚を遮ることができます。
ふたはしっかり閉めましょう。
※ごみ容器の容量は、90ℓ以下にしてください。

ごみ容器に入れて出す

防鳥用ネットを掛ける
資源やごみが風で飛んだり、カラスがごみを食べないよう、ごみ袋を完全に
ネットで覆った上で、ネットの裾をごみ袋の下に巻き込んでください。

〈清掃だよりについてのご意見・お問合せ先〉

大森清掃事務所
3774-3811

清掃事業課
5744-1628

蒲田清掃事務所（蒲田地区）
6451-9535

蒲田清掃事務所（調布地区）
6459-8201

持続可能なOTA CHOICE
このチラシは、区役所内で
「回収⇒再生」した紙を使用
しています。 ©大田区

清掃だよりは大田区ホームページでも閲覧可能です。

過去１年間の清掃だよりと災害時の資源・ごみの出し方はこちら

大 ３ｍ×４ｍ
（約６畳）

小 ２ｍ×３ｍ
（約３畳）

各清掃事務所では、集積所のカラス等被害防止のため、管理できる方を対象に防鳥用ネットを貸し出しています。
ネットの種類は大小２種類です。

～～ 防鳥用ネットの管理について ～～

防鳥用ネットは
プラスチックを出す際の
風による飛散も防ぎます！

注１ 防鳥用ネットの設置、保管、洗浄などは地域の皆様が協力して管理をお願いします。
注２  過去に、通行人が防鳥用ネットに足を引っ掛け転倒、骨折する事故がありました。歩行者などの通行に支障が

ないように、収集時以外は速やかに片付けるなど、十分な管理をお願いします。
注３ 防鳥用ネットは、集積所１か所につき１枚の貸し出しです。

カラスは日の出の30分ほど前から活動を始めます。
ルールを守らず集積所へ前日に出したり、収集後に出したりすると、カラスに荒らされやすくなります。
必ず、当日の朝、8時までに出しましょう。
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